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歴史的対談を写す

水 戸 刀
口

日

これから、歴史的な池 田先生とトインビー博士の 「『21世紀への対話』30周 年」ということ

で講演がございます。私は短時間、前座を務めさせていただきたいと思います。

この世界的な東西の両巨匠がロン ドンで、2年 にまたが り、延べ!0日 間の対話をなさいまし

た。すでに30年 前の出来事 ということになりますけれ ども、これは決 して30年 前のことではな

い。むしろ、これからさらに歴史的にも、また文明的にも、ますます光彩を放ってい く、そう

いう出来事ではなかったかと思います。

私は、報道カメラマンにな りたい、という念願を持ってお りましたが、聖教新聞社の写真局 ・

グラフ編集部に入社 して11年 目になりました時に、特派員の命をいただきました。そ して、ロ

ンドンのオークウッドにある、 トインビー博士のお宅で行われた対談の写真記録をさせていた

だいたわけでございます。

アーノル ド・ジョセブ ・トインビー博士とい う方は、ヨーロッパが"世 紀の碩学"と 誇 る最

高の知性のお一人であ り、「人類の巨大な財産」とも評 されてお られました。池田先生からは「こ

の対談は、将来、貴重な記録になる」、「この取材は絶対に失敗は許 されない」と何度 も言われ

てお りました。正直言いまして、私にとってはそのプレッシャーと緊張感で、本当に死ぬよう

な思いで毎日を過ごしました。

連 日、「聖教」の紙面で使用する写真を伝送する仕事があ りました。その上、写真のページ、

同時に、当時の 「聖教グラフ」、それに写真集も出版するということになってお りましたので、

対談の様子をカラーとモノクロとで撮影するという仕事を、一生懸命や らせていただきました。

現在のようにデジタルカメラといった便利なものはございません。また、今 日でこそカラー

フィルムは、ISO800と か1600と い う高感度のものがありますが、当時は200と か100と か低いも

のでした。しかも、私が使用しましたものは、ISO100、50、25と い う非常に感度の低いフィル

ムでございま した。

おまけに博士のご自宅は、他のヨーロッパの家 と同じ様に、間接照明のため非常に暗いので

す。 しかし、池田先生は、博士がご高齢であるということで、大変、細かい気遣いをされ、ス

トロボなどの照明は一切無 しで、何 とか撮影、記録 しようとい うことにな りました。そのため、

照明には苦労いたしましたが、結局、わずか500ワ ットのブルーのランプーっとい う中で撮影を

いたしました。

皆さんも、すでに何回もご覧になっていらっしゃるかも知れませんが、当時の新聞の記事 と

写真をパワーポイン トで写し出し、簡単な説明をさせていただきます。

これは聖教新聞の一面の報道です。見出しは 「池田会長、ロン ドンに到着」となっておりま

AkiraMito(元 聖教新聞社写真局次長)

一173一



歴史的対談を写す

す。「再会」という風にヘ ッドがございますので、1973年 の対談の折のニュース(1973年5月17

日)で ございます。記事の中では、池田先生のことを 「太陽を持ってくる男」と書かれていま

す。あの"霧 のロン ドン"も 、前年も、また、この時も、先生が到着 されると、朝方は曇天だ

ったものが、やがては晴天になったことから、地元のメンバーが先生を称 して 「太陽を持って

くる男」と表現したことなどが書かれてお ります。

ご自宅に到着 します と、トインビー博士は、池田先生との再会を本当に歓声を上げるように

して喜んでおられました。「あなたと話をすると、私は、啓発 され、感動する。本当の問題点を

論じ合える人間とこのように率直に語れることは最高に価値あること、学者 としてこれ以上の

喜びはない」と歓迎され、対談が始まったのです。

次の記事では 「会長 と トインビー博士の対談二 日目に」(同5月18日)と い う風に出てお り

ます。それによります と、「白髪、長身の トインビー博士がメモを片手に深々とソファーに腰を

おろす。会長も、博士の老体をかば うように、すぐ隣に座 る」とあ ります。また、「窓外には、

時折 り澄んだ空気のなかをハ トの飛び交 う姿も見られ、落ち着いたふんいきの住宅街の一角、

洋を東西に分かっ二人の哲人は、静かに、しかし貴重な一瞬一瞬を刻みながら、対話を進 めて

いった」わけです。

博士 と先生の対談された部屋の後ろには、大きい窓があ り朝の光が差 し込んでお りました。

写真的に言えば、完全に逆光状態で、撮影には決して良い条件ではあ りませんでした。 当時、

イギリスにはSGI(創 価学会インタナショナル)の 会館もございませんので、この撮影 した

フィルムは、AP通 信の暗室を借 りて現像し、そこから東京に電送するとい う作業でございま

した。また、池田先生は 「この写真をす ぐに大きくプ リン トして、博士に差 し上げなさい」 と

言われたこともありま した。

博士のご自宅は、学問に関する以外の物は一切ないのではないか、 と思えるほ ど非常に質素

なお宅でございました。また、池田先生のス ピーチ等の中でも何回か出てまい りま したけれ ど

も、博士は、6時 に起床 してベ ッドを片付け、朝食を用意 して、9時 になるとどんな時でも書

斎に向かい、そして、研究に入るのだ、とこのようにも話をされてお られま した。

長い時間に及んだ対談が終わるにあたって、博士は仏法の"中 道"を 高 く評価されました。

トインビー博士は7ヶ 国語が堪能 ということで、特に、法華経についてはパー リー語、原語の

梵語で読んでいらっしゃり、大変、造詣の深い方でございます。「私は、ミスター池田の仏法の

英知から発せ られる一言一言に、自分の学問の一切が整理 されるし、啓発 される」 とい う風に

語っておられました。

この対談が終わった後、池 田先生は、ブライ トンという町にある、非常にユニークな教育方

針をとるサセックス大学を視察されておられます。そして、翌日にはロン ドンからパ リに向か

われました。到着したその日には、対談の大成功を称えるかのように、パ リの上空に大きな虹

が出ました。その時、私は、たまたまエ ッフェル塔に昇っておりましたので、この雄大な七彩

の虹を記録 をすることが出来たのです。そのため先生は、ロン ドンでは 「太陽を持ってくる男」

として、そ して、パリの友は 「虹をかける男」を迎えた、と記事にあ ります。

フランスでは、ロワール地方に赴かれた際、「レオナル ド・ダ ・ヴィンチの館」を見学 され

ました。その折、歴史に残 るだろう池 田 ・トインビー対談を、写真的に表現出来ないものだろ

うか と思ってお りました私は、ロワールの古城の庭園で一枚のカラーを撮 りました。朝露が光

る広い芝生に二っのデッキチェアが並んでいる写真です。このカラーは『平和への旅』(第2集 、

聖教新聞社刊、1974年)と い う写真集の扉 に掲載されています。
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ともあれ、時代が経てば経っほど、対談集 『二十一世紀への対話』は、その光彩をさらに未

来の人類に広げていくことは間違いありません。この歴史的な一瞬を記録させていただいた私

は、本当に幸せだと思ってお ります。
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